
協同教育研究所「結風」　　　　　　                             　    2021年12月30日(木) 
  

  

第54回「協同教育研究会」オンライン開催のご案内 
（ 第 一報）  

　研究会代表　安永 悟  
　( 久留米大学 文学部 )  

　皆様、年末の押し迫ったこの時期に、研究会のご案内をお送りする無粋をお許しく
ださい。 

　下記のように1月22日（土）に研究会を予定していますのでお知らせいたします。 

　いつもであれば「結風」のホームページ（HP）から参加申込をいただくところです
が、現在HPが使えません。HPの移設とリニューアルを進めているところですが、使
用再開の目処がたっていません。 

　そこで今回は、第一報という形で研究会の案内をさしあげます。日程と内容をご確
認ください。事前登録に関しては年明けに再度ご連絡いたします。いましばらくお待
ちください。皆様にはご不便をおかけしますこと、お詫び申し上げます。 

　最後になりましたが、今年も一年間、協同教育研究所「結風」の活動にご参加いた
だき、ありがとうございました。新しい年が皆様にとって幸多いことをお祈り申し上
げます。よいお年をお迎えください。 

記 

1.日　時　 :　2022年1月22日(土) 14時～16時　（事前オープン13時30分から） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（情報交換会16時から16時30分） 

2.方　法　 :　 Zoomによるオンライン開催 

3.参加資格：　協同教育（学習）および「協同」一般に関心のある方  

4.参加申込：　事前参加登録の方法に関しては後日お知らせします。  

5.後援・他：　本研究会は久留米大学比較文化研究所（心理教育部会）の後援をいた
だいています。関係者の皆さまにお礼申しあげます。 



6. 研究会の目的 

　協同教育研究所「結風」では、特定のテーマについての議論を深める研究会とし
て今年より「協同ゼミ」を立ち上げています。そのなかの一つとして、2021年1月
23日より協同ゼミ「ガーゲン研究会」を開催してきました。2ヶ月に1度のペースで
開催し、11月27日に第6回目のゼミを終えました。本ゼミは当初から1年程度の継
続を考えていましたので、今回、ゼミの振り返りを目的とした研究会を企画しまし
た。そうであれば、振り返りは協同ゼミ「ガーゲン研究会」の参加メンバーだけで
おこなうことが一般的だと思います。 

　しかしながら、協同教育研究所「結風」のメーリングリストには数多くの皆さん
が登録されています。なかには、興味関心はあったものの諸般の事情から協同ゼミ
「ガーゲン研究会」に参加できなかった方もいたのではないかと考えました。その
ような皆さんにも参加いただける機会を設けるために、今回は第54回「協同教育研
究会」として開催することにしました。 

　協同ゼミ「ガーゲン研究会」に参加された皆さんも、参加されていない皆さん
も、またガーゲンの社会的構成主義についてまったく初学者の皆さんも、遠慮無く
ご参加ください。ガーゲンはやっぱり面白かったというのが筆者の感想です。少し
でも多くの皆さんに、ガーゲンの面白さをお伝えできればと思います。 

　皆さんを「ほとめき」の気持ちで歓迎します。 

7. 研究会の内容 

〇事前オープン　13:30-14:00 
 研究会の30分前からzoomミーティングを開始します。 
zoomに不慣れな方は、この時間を活用してzoomの接続と使用方法を確かめてく
ださい。研究会のスムーズな開始にご協力をお願いします。 

　 
(1) 挨拶・導入                                                                  45分（14:00-14:45） 
a. 担当 :　安永悟（久留米大学） 

b. 内容 :　 
① 挨拶・仲間づくり　主催者からの挨拶と、仲間づくりをおこないます。 
②  再考「集団と個の関係」 

　協同ゼミ「ガーゲン研究会」での議論をきっかけに再考した「集団と個
の関係」について少し述べてみたいと思います。「協同」の本質を探る
きっかけにできればと思っています。 

（休憩 10分） 

(2) 講演「私的な能力から関係による学びへ：社会構成主義がひらく教育の可能性」         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
60分（14:55-15:55） 

a. 担当 :　鮫島輝美（京都光華女子大学） 



b. 内容 :　これまで教育が目指してきたことは「個の能力」をいかに伸ばすか、と
いう発想でした。そのことで可能になったことはたくさんあると思います。
しかし、IT機器が発達し、情報が溢れかえる社会で生きていくための力と
は、それだけでは難しいというのは共通の問題意識だと思います。学びと
は、経験と知識を関連づけ、新たな関係＝気づきによってその地平を広げてい
くような活動です。今求められている学びとは、社会構成主義が提案している
ような、これまでの当たり前を一旦横において学びほぐし、新たに現実と対
話しながら構築し直していくプロセスが大切です。ガーゲンの招待状をふま
え、私たちはどのような学びを創造できるのか、皆さんと対話できたらと思
います。 

(4) 連絡・閉会　　        　          　　        　　　　 　　        5分（15:55-16:00） 

8. オンライン情報交換会　 
　　・研究会で話したりない方へ交流の場を提供します（退室自由）。 
　　・終了は16時30分を予定しています。 

問合せ先： ご不明な点があれば、次までお願いします。  
　　　　　　　 協同教育研究所「結風」  office@yasunaga.me　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 


